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４

遺
留
分
制
度
の
見
直
し

遺
留
分
権
利
者
は
、受
遺
者
又
は
受
贈
者
に
対
し
、

遺
留
分
侵
害
額
に
相
当
す
る
金
銭
の
支
払
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
遺
留
分

の
算
定
方
法
に
つ
い
て
見
直
し
を
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
一
〇
四
二
条
〜
第
一
〇
四
九
条
関
係
）

５

相
続
の
効
力
等
に
関
す
る
見
直
し

相
続
に
よ
る
権
利
の
承
継
は
、
遺
産
の
分
割
に

よ
る
も
の
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
定
相
続

分
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
登
記
、
登
録
そ

の
他
の
対
抗
要
件
を
備
え
な
け
れ
ば
、
第
三
者
に

対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
八

九
九
条
の
二
関
係
）

被
相
続
人
が
相
続
開
始
の
時
に
お
い
て
有
し
た

債
務
の
債
権
者
は
、
民
法
第
九
〇
二
条
の
規
定
に

よ
る
相
続
分
の
指
定
が
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て

も
、
各
共
同
相
続
人
に
対
し
、
法
定
相
続
分
に
応

じ
て
そ
の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
し
た
。（
第
九
〇
二
条
の
二
関
係
）

６

特
別
の
寄
与

被
相
続
人
に
対
し
て
無
償
で
療
養
看
護
そ
の
他
の

労
務
の
提
供
を
し
た
こ
と
に
よ
り
被
相
続
人
の
財
産

の
維
持
又
は
増
加
に
つ
い
て
特
別
の
寄
与
を
し
た
被

相
続
人
の
親
族
は
、
相
続
の
開
始
後
、
相
続
人
に
対

し
、
そ
の
寄
与
に
応
じ
た
額
の
金
銭
の
支
払
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
〇
五
〇
条

関
係
）

二

家
事
事
件
手
続
法
の
一
部
改
正
関
係

１

遺
産
分
割
前
の
預
貯
金
債
権
の
仮
分
割
の
仮
処
分

家
庭
裁
判
所
は
、
遺
産
の
分
割
の
審
判
又
は
調
停

の
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
相
続
財
産
に

属
す
る
債
務
の
弁
済
、
相
続
人
の
生
活
費
の
支
弁
そ

の
他
の
事
情
に
よ
り
遺
産
に
属
す
る
預
貯
金
債
権
を

当
該
申
立
て
を
し
た
者
又
は
相
手
方
が
行
使
す
る
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、そ
の
申
立
て
に
よ
り
、

遺
産
に
属
す
る
特
定
の
預
貯
金
債
権
の
全
部
又
は
一

部
を
そ
の
者
に
仮
に
取
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
し
た
。（
第
二
〇
〇
条
第
三
項
関
係
）

２

特
別
の
寄
与
に
関
す
る
審
判
事
件

特
別
の
寄
与
に
関
す
る
処
分
の
審
判
事
件
に
関
し

て
管
轄
の
規
定
等
の
手
続
規
定
を
設
け
る
こ
と
と
し

た
。（
第
二
一
六
条
の
二
〜
第
二
一
六
条
の
五
関
係
）

三

そ
の
他

こ
の
法
律
の
制
定
に
伴
い
、
所
要
の
経
過
措
置
に
関

す
る
規
定
を
設
け
る
と
と
も
に
、
刑
法
等
の
関
係
法
律

の
規
定
の
整
備
等
を
す
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二

条
〜
第
三
一
条
関
係
）

四

こ
の
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日
か

ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令

で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

６

遺
言
書
の
保
管
等

遺
言
書
の
保
管
は
、
遺
言
書
保
管
官
が
遺
言
書
保

管
所
の
施
設
内
に
お
い
て
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
六

条
第
一
項
関
係
）

遺
言
者
は
、
自
ら
出
頭
し
、
そ
の
申
請
に
係
る
遺

言
書
が
保
管
さ
れ
て
い
る
遺
言
書
保
管
所（
以
下「
特

定
遺
言
書
保
管
所
」
と
い
う
。）の
遺
言
書
保
管
官
に

対
し
、
い
つ
で
も
当
該
遺
言
書
の
閲
覧
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六
条
第
二
項
〜
第

四
項
関
係
）

７

遺
言
書
に
係
る
情
報
の
管
理

遺
言
書
保
管
官
は
、
６

の
規
定
に
よ
り
保
管
す
る

遺
言
書
に
つ
い
て
、
遺
言
書
の
画
像
情
報
等
を
磁
気

デ
ィ
ス
ク
を
も
っ
て
調
製
す
る
遺
言
書
保
管
フ
ァ
イ
ル

に
記
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
遺
言
書
に
係
る
情

報
の
管
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第

七
条
関
係
）

８

遺
言
書
の
保
管
の
申
請
の
撤
回

遺
言
者
は
、
自
ら
出
頭
し
、
特
定
遺
言
書
保
管
所
の

遺
言
書
保
管
官
に
対
し
、
い
つ
で
も
、
４
の
遺
言
書
の

保
管
の
申
請
を
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

た
。（
第
八
条
関
係
）

９

遺
言
書
情
報
証
明
書
の
交
付
等

遺
言
書
の
保
管
を
申
請
し
た
遺
言
者
の
相
続
人
並

び
に
当
該
遺
言
書
に
記
載
さ
れ
た
受
遺
者
及
び
遺
言

執
行
者
等
（
以
下
「
関
係
相
続
人
等
」と
い
う
。）は
、

遺
言
書
保
管
官
に
対
し
、
遺
言
書
保
管
所
に
保
管
さ

れ
て
い
る
遺
言
書
（
そ
の
遺
言
者
が
死
亡
し
て
い
る

場
合
に
限
る
。）に
つ
い
て
、
遺
言
書
保
管
フ
ァ
イ
ル

に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
を
証
明
し
た
書
面
（
以
下

「
遺
言
書
情
報
証
明
書
」
と
い
う
。）の
交
付
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
九
条
第
一
項

及
び
第
二
項
、
第
四
項
関
係
）

関
係
相
続
人
等
は
、
自
己
が
関
係
相
続
人
等
に
該

当
す
る
遺
言
書
（
以
下
「
関
係
遺
言
書
」
と
い
う
。）

を
保
管
す
る
遺
言
書
保
管
所
の
遺
言
書
保
管
官
に
対

し
、
当
該
関
係
遺
言
書
の
閲
覧
を
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
九
条
第
三
項
及
び
第
四
項

関
係
）

遺
言
書
保
管
官
は
、
遺
言
書
情
報
証
明
書
を
交
付

し
又
は
関
係
遺
言
書
の
閲
覧
を
さ
せ
た
と
き
は
、
速

や
か
に
、
当
該
関
係
遺
言
書
を
保
管
し
て
い
る
旨
を

遺
言
者
の
相
続
人
、
受
遺
者
及
び
遺
言
執
行
者
に
通

知
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
九
条
第
五
項
関
係
）

10

遺
言
書
保
管
事
実
証
明
書
の
交
付

何
人
も
、
遺
言
書
保
管
官
に
対
し
、
遺
言
書
保
管
所

に
お
け
る
関
係
遺
言
書
の
保
管
の
有
無
等
を
証
明
し
た

書
面（「
遺
言
書
保
管
事
実
証
明
書
」
と
い
う
。）の
交
付

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
〇
条

関
係
）

11

遺
言
書
の
検
認
の
適
用
除
外

民
法
第
一
〇
〇
四
条
第
一
項
の
規
定
は
、
遺
言
書
保

管
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
遺
言
書
に
つ
い
て
は
、
適
用

し
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
一
一
条
関
係
）

12

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
法
務
局
に
お
け
る
遺
言
書
の
保
管
等
に
関
す
る
法
律

（
法
律
第
七
三
号
）（
法
務
省
）

１

趣
旨

こ
の
法
律
は
、
法
務
局
（
法
務
局
の
支
局
及
び
出
張

所
、
法
務
局
の
支
局
の
出
張
所
並
び
に
地
方
法
務
局
及

び
そ
の
支
局
並
び
に
こ
れ
ら
の
出
張
所
を
含
む
。
２
に

お
い
て
同
じ
。）に
お
け
る
遺
言
書
（
民
法
（
明
治
二
九

年
法
律
第
八
九
号
）
第
九
六
八
条
の
自
筆
証
書
に
よ
っ

て
し
た
遺
言
に
係
る
遺
言
書
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の

保
管
及
び
情
報
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る

と
と
も
に
、
そ
の
遺
言
書
の
取
扱
い
に
関
し
特
別
の
定

め
を
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

２

遺
言
書
保
管
所

遺
言
書
の
保
管
に
関
す
る
事
務
は
、
法
務
大
臣
の
指

定
す
る
法
務
局
が
、
遺
言
書
保
管
所
と
し
て
つ
か
さ
ど

る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
関
係
）

３

遺
言
書
保
管
官

遺
言
書
保
管
所
に
お
け
る
事
務
は
、
遺
言
書
保
管
官

（
遺
言
書
保
管
所
に
勤
務
す
る
法
務
事
務
官
の
う
ち
か

ら
、
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
が
指
定
す
る
者
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）が
取
り
扱
う
こ
と
と
し
た
。（
第
三

条
関
係
）

４

遺
言
書
の
保
管
の
申
請

遺
言
者
は
、
自
ら
出
頭
し
、遺
言
書
保
管
官
に
対
し
、

遺
言
書
の
保
管
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

し
た
。（
第
四
条
関
係
）

５

遺
言
書
保
管
官
に
よ
る
本
人
確
認

遺
言
書
保
管
官
は
、
４
の
遺
言
書
の
保
管
の
申
請
が

あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
申
請
人
に
対
し
、
当
該
申
請

人
が
本
人
で
あ
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
五
条
関
係
）

◇
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策
基
本
法（
法
律
第
七
四
号
）

（
内
閣
官
房
）

１

総
則目

的
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
が
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症

で
あ
る
者
等
及
び
そ
の
家
族
の
日
常
生
活
又
は
社
会

生
活
に
支
障
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
多
重
債

務
、
貧
困
、
虐
待
、
自
殺
、
犯
罪
等
の
重
大
な
社
会

問
題
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
等
依
存
症
対
策
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
及

び
国
、
地
方
公
共
団
体
等
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策
の
基
本
と

な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
等
に
よ
り
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル

等
依
存
症
対
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、

も
っ
て
国
民
の
健
全
な
生
活
の
確
保
を
図
る
と
と
も

に
、
国
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会

の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
一
条
関
係
）

定
義

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
」

と
は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
（
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
行
わ
れ
る
公
営
競
技
、
ぱ
ち
ん
こ
屋
に
係
る
遊

技
そ
の
他
の
射
幸
行
為
を
い
う
。）に
の
め
り
込
む
こ

と
に
よ
り
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
に
支
障
が
生
じ

て
い
る
状
態
を
い
う
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
関
係
）

基
本
理
念

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策
は
、
次
に
掲
げ
る
事

項
を
基
本
理
念
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
関
係
）

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
の
発
症
、
進
行
及
び
再

発
の
各
段
階
に
応
じ
た
防
止
及
び
回
復
の
た
め
の

対
策
を
適
切
に
講
ず
る
と
と
も
に
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル

等
依
存
症
で
あ
る
者
等
及
び
そ
の
家
族
が
日
常
生

活
及
び
社
会
生
活
を
円
滑
に
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
。
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